
モビリティ産官協議会「観光ＭａａＳ 」

「全国地方都市に貢献する十勝バスのお客さま目線の取組み 」

～人口減少時代における 『路線維持』のために ～

平成３１年３月１２日（火）

十勝圏二次交通活性化推進協議会会長

会 十勝バス株式会社代表取締役社長

野村文吾
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参考資料１



これまでの取組み(自己紹介を兼ねて)

・高校から親元を離れて、外から地元十勝を見続ける

・西武グループ企画宣伝部で全国の観光事業に携わる

・ １９９８年に倒産寸前の路線バス会社「十勝バス」に戻る

・地元十勝で観光に関わる複数の組織を立ち上げる

・観光の経験と実践により経済界の多くの公職を拝命

・ 『戸別訪問 』 と 『 ドラッカーの原理原則』で、
お客さまを増やして、会社を立て直す

※多数のメディアに取り上げられ、その取り組みがミュージカル化される

・公職で得た経験を活かして本業の公共交通で地域活性化に奔走中

・将来を見据えて海外の路線バス会社との提携に挑戦中
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１．人口減少時代においては
「お客さまを減らさない」ではなく

「お客さまを増やす」が
地方交通(路線)維持の絶対条件
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①人口減少では利用者維持(減らさない)では減ってしまう

②目的地検索型アプリで不安を解消しお客さまを増やす

③市民・観光客・出張者に路線バスを使って頂く

④インバウンドのお客さまに路線バスを使って頂く

⑤お客さまを増やして路線を維持する

１．人口減少時代においては 「お客さまを増やす」が

地方交通(路線)維持の絶対条件
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２．ネットワーク化「繋がる」の意義
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①単独バス事業者では目的地をカバーしきれない

②お客さまから見ると交通事業者の別は関係ない

③目的地に行けるかどうか、行けるのであれば活用する

④東京の鉄路の相互乗入れの事実・山手線内路線網と同等

⑤ＪＲ北海道は地図に載り、情報のストックが蓄積してる

⑥公共交通の全てがネットワーク化で北海道全域が繋がる

２．ネットワーク化「繋がる」の意義
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十勝圏二次交通活性化推進協議会設立総会
２０１３年３月２８日開催

十勝毎日新聞２０１３年７月３０日掲載

(１) 二次交通充足地域の創造
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２．ネットワーク化の意義



＜石勝線特急列車のみで導入＞

(２) ＪＲ北海道(交通新聞社)と
競争から協創で連携
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２．ネットワーク化の意義



３．目的および目的地検索型
乗換案内アプリの意義
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①不安解消・目的および目的地提案→利用者増

②企画商品化による「路線の見える化」→域外利用者増

③ ＩＴによる「路線の見える化」→アナログより情報力大

④スマホ若者・青年・実年層→あと５年前後で高齢者層

⑤既存の駅名検索型鉄路系アプリ→機能しない

⑥「路線の見える化」へはＩＴ化→ＭａａＳ実現へのベース

３．目的および目的地検索型
乗換案内アプリの意義
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(１) バスの『乗り方』の説明
『目的地』の提案
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３．目的地検索型アプリの意義



(２) 商品化 ： 日帰り路線バスパック

路線上の施設＋路線バス
お互いの強みを

組合せた企画商品

観光交通と生活交通の
一体化により

生活交通を支える

利用者数の推移
２０１０年度：２,１００名
２０１２年度：３,２００名
２０１４年度：４,６００名
２０１５年度：５,０００名
２０１６年度：５,４００名
２０１７年度：６,５００名
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３．目的地検索型アプリの意義



(３) 商品化×ネットワーク化 ：
ビジットトカチパス

複数の路線バス＋全て路線
お互いのネットワークを
組合せた企画商品

観光交通と生活交通の
一体化により

生活交通を支える
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３．目的地検索型アプリの意義

利用者数の推移

２０１７年度：０,１７９名
※１１月～３月の ５ヶ月月間

２０１８年度：０,４３６名
※４月～１月の １０ヶ月間



企画商品化による
アナログ的「見える化」

(４) 「目的」や「目的地」の提案により
「路線の見える化」が実現！
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つまり、目的や目的地から
検索が可能ならば

◉利用者が増加する
→地元市民
→観光のお客さま
→ビジネスの出張者

結果、路線の維持が可能

この事より
明らか

３．目的地検索型アプリの意義



バス会社のノウハウ提供・コンサル

バス会社独自のノウハウ投入
利用者目線のシステムコンサル

経路探索アルゴリズム
解析・開発

時刻表・路線図
運賃等データ提供・確認

システム設計・確認
コンサルテーション

アプリケーション
アルゴリズム連携

設計・開発・クラウド
環境提供

クラウドシステム
低コスト運用
柔軟性・データ蓄積

(５) 目的地検索型・経路検索型
乗換案内アプリ『 もくいく 』の活用が必須！

15

３．目的地検索型アプリの意義



あらためて、
１．人口減少時代においては

「お客さまを減らさない」ではなく
「お客さまを増やす」が

地方交通(路線)維持の絶対条件
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①バスロケーションはお客さまを減らさない仕組み

②人口減少では利用者維持(減らさない)では減ってしまう

③目的地検索型アプリで不安を解消しお客さまを増やす

④市民・観光客・出張者に路線バスを使って頂く

⑤インバウンドのお客さまに路線バスを使って頂く

⑥お客さまを増やして路線を維持する

１．人口減少時代においては 「お客さまを増やす」が

地方交通(路線)維持の絶対条件
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●バスロケーションシステムは

・既存のお客さまの利便性を
高めるシステム

・バスを使われていない
お客さまにとっては、
その必要性を感じられない

・人口減少の時代では
お客さまの利用を維持しても
そのままでは減少してしまう

(１) 『バスロケーション』システムは
お客さまを減らさない仕組み
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１．路線維持のための増客
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１．路線維持のための増客

(２) 目的地検索型『経路検索乗換案内』アプリは

お客さまを増やす仕組み

したがって、

●ＩＴ的「見える化」の目的地検索型
経路検索乗換案内アプリは

・バスを使っていない方にとって
目的地まで行けるどうか等の
バス利用の不安を取り除く

・新たなお客さまの
バス利用の動機を高め
バスのお客さまを増やすアプリ
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１．路線維持のための増客

(３) バス利用のお客さまを
「増やす」してから「減らさない」

●路線の維持のためにお客さまを増やすには、
目的地検索型経路検索乗換案内アプリの導入は必要不可欠！

バスロケーション
アプリ

目的地検索型経路検索
乗換案内アプリ



＜石勝線特急列車のみで導入＞

(４) ＪＲ北海道(交通新聞社)と、
アプリによる競争から協創で連携
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１．路線維持のための増客



北海道庁 ２０１８年３月策定

(５) 北海道庁「北海道交通政策総合指針」策定
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１．路線維持のための増客



(６)目的地検索型『経路検索乗換案内』アプリで
北海道全域が繋がる！

北海道全域が繋がる！
北海道の路線が見える化！
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１．路線維持のための増客



①観光旅行者は、ほとんどが個人旅行(ＦＩＴ)へ移行

②大都市圏の若年層は、既に免許不保持傾向が顕著

③インバウンド(中国)は、国際免許取得の制限に課題

④インバウンド(東南アジア)は、冬期間の運転に課題

⑤ 一次交通からの最終目的地までの路線が見えて無い

⑥二次交通の「路線の見える化」がますます重要で必要

『 観光立国インバウンド政策 』に潜む
地方の特性による重要な課題
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４．データ共有と他アプリとの連携
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(１) 乗換案内アプリ『もくいく＆バスロケ』で
北海道全域が繋がり、オープンデータ化

北海道全域が繋がる！
北海道の路線が見える化！

ジョルダン
乗換案内

Yahoo!
乗換案内

NAVITIME 駅探 バスナビもくいく 駅すぱあと 26

４．データ共有と他アプリとの連携

オープンデータ
標準フォーマット

お客さまにとって、
選択肢が多い方が、
使い勝手が良い
アプリを選べる！



４．データ共有と他サービスとの連携

(２) データ共有によるＡＩ案内の積極的な活用
将来的には人財不足に対応

帯広バスターミナル
に設置の
ＡＩ窓口

各社、アプリ「もくいく」の交通データが
共通フォーマットのため実現可能
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５．「 Ｇｌｏｂａｌ ＭａａＳ 」
の実現に向けて
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(１) 乗換案内アプリを世界と繋げる！
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５．「ＧｌｏｂａｌＭａａＳ」の実現に向けて

海外データを
「もくいく」に反映。
「もくいく」データを
海外サービスに反映。

相互データ共有

海外に繋がる！
海外から繋がる！



十勝バス株式会社 代表取締役社長 野村文吾

ご清聴、ありがとうございました

モビリティ産官協議会 「観光ＭａａＳ 」

「全国地方都市に貢献する十勝バスのお客さま目線の取組み 」

～人口減少時代における 『路線維持』のために ～
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